
1 日 17 火
市内一斉防犯下校・防犯ブザー点検
食べ物クイズ（給食委員会）

2 月
個人懇談　13：15下校　　図書完全返却
児童朝会　ALT（４－２・３、５－２・３）

18 水

3 火 個人懇談　13：15下校　　遊ぼう会 19 木

4 水 20 金 給食終了　大掃除　　５校時後下校

5 木
個人懇談　13：15下校
ALT（４－１・４、６－２・３）

21 土

6 金
個人懇談　13：15下校
ALT（５年、６－１）

22 日

7 土 23 月
午前授業　　12:00下校
１、５・６年人権落語（３・４校時）

8 日 24 火
午前授業　　12:00下校
たてわり活動（４校時）

9 月
個人懇談　　13：15下校　　冬休み図書貸出
睡眠クイズ集会（保健委員会）

25 水 終業式　　11:15下校

10 火 26 木 冬季休業日(１月６日まで)

11 水 おはなし会　遊ぼう会　　ほめほめデー 27 金

12 木 １・２年食育劇（５校時）　　代表委員会 28 土

13 金 29 日 　　学校閉鎖(１月３日まで)

14 土 30 月

15 日 （～12/24） 31 火

16 月 ５年助産師さんの話（５・６校時）

１月の予定

７日(火)始業式　冬休み図書返却（～10・金）　　８日(水)給食開始

９日(木)・10日(金)オープンスクール、カルタ大会　　14日(火)児童朝会　図書通常貸出

16日(木)３年CAP　代表委員会　　17日(金)地震避難訓練〔予備日：21日(火)〕　防災集会　　

20日(月)５年ダイハツ出前授業　　24日(金)音読集会　　27日(月)委員会③

28日(火)ふれあい作品展（～31・金）　　30日(木)６年宝塚歌劇鑑賞
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「２学期のふりかえりをしましょう」 

西山小学校校長 今北 眞奈美 

２学期もあと 1 か月で終わりとなります。11 月 23 日の音楽会にはお忙しいところ、たくさんの保護

者、地域の皆様にお越しいただきまして本当にありがとうございました。深く感謝申し上げます。 

１２月２日から始まる個人懇談ではお子
 

様の学校での生活面と学習面について担任よりお話をさせてい

ただきます。個人懇談でお話
 

したことを参考に、お家でもお子様をはげまし、ほめていただき２学期のふ

りかえりと冬休みの家庭での過ごし方、３学期の目標に向けてお子様と話し合っていただければと思いま

す。目標をもって頑張ることはとても素晴らしいことです。自分で考えて行動することも大切ですが、お

子様のまわりにはお手本となるご家族や大人の方々がたくさんいます。お手本となる皆様から、多くのこ

とを学ぶことも必要です。目標に向かって一生懸命頑張ってもうまくいかないこともあるでしょう。そん

な時にこそ、ご家族の方々など身近な大人の方からお話を聴かせてあげるのもよいと思います。きっとそ

こに問題を解決できるヒントがあるはずです。お話から学んだことをお子様がこれからの人生に役立てて

いけるよう成功したことも、失敗したこともたくさんお話してあげてください。あゆみの所見につきまし

ては、学年のまとめとして３学期にお子様の１年間の成長の様子をお伝えいたします。これからも安心安

全に配慮した環境をつくり、子どもたちが充実した学校生活を送ることができるよう、教職員一同真摯に

取り組んでまいります。保護者のみなさまのご協力、ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

１２月はいじめ防止強化月間です 「流されない！わたしの心 強くなれ」 

１２月はいじめ防止強化月間です、子どもたちを取り巻く人間関係やいじめ防止に関する意識などを考える

機会としています。子どもたちはみんな「安心して学ぶ権利」をもっています。自分を守るため、友だちを守るた

めに、いじめのことを先生やご家族に相談することは告げ口ではありません。かならず大人の人に相談をしま

しょう。いじめられる子もわるいという考えはまちがいです。いじめた人はいじめたことを忘れても、いじめられ

た人は一生忘れることができません。いじめられたことを突然思い出したり、こころに傷を残すことがあります。

一緒にいじめをしたり、悪口をいうことで結びついたりした人は本当の友だちではありません。そんな友だちは

あなたがいないところで何を言っているでしょう。「いじめを自分がされたらどう思う」ということをしっかりと考え

てください。そしていじめをしている人に流されない強い心を子どもたちにはもってほしいと願っています。 

 

４年生の国語の授業で取り組んだ「秋の句会」 選者 校長 「耳すます もみじひらひら 秋の音」 

紅葉(もみじ)狩りの日、静かに耳を澄ますともみじの葉がひらひらと落ちる秋の音が聞こえるという、深

秋の趣(おもむき)を感じさせる秀逸な一句です。「ひらひら」という言葉は薄くて軽いものが揺れ動くさま

を表しますが、光がひらめいたりする様子を表現する時にも使われます。「ひらひら」という言葉ひとつで

紅葉がひらひらと舞い落ちる様子とその葉を照らし出す陽の光のきらめきを表現するという高度な手法を

使っているすばらしい句です。「秋の風」と書きたいところを「秋の音」と句の最後を締めくくっていると

ころも見事です。ぜひ、これからも俳句の道を極めてください。 

「秋の句会」 選者 校長  「どんぐりもおしゃれをするよ ぼうしでね」 

どんぐりの帽子のことを殻斗(かくと)といいます。どんぐりを保護するものです。どんぐりに帽子がある

のは、どんぐりの先の方はかたくて虫が穴を空けられないけれど、根元の部分は少しやわらかくて一番虫

に穴を開けられやすいから、そこを一所懸命守っているのです。その帽子がおしゃれしているどんぐりの

様子を表現したステキな一句です。このように植物や動物を人にたとえて表現することを擬人法(ぎじんほ

う)といいます。たとえば「鳥が歌う 山が笑う」など擬人法を使うとことばがいきいきとしてきますね。 

みなさんもぜひ使ってみてください。「どんぐりは」とせずに「も」を使っているところはさすが俳句上

級者です！どんぐりのほかにもおしゃれさんがいることを暗に示しているところがすばらしいです。 

                           最終下校時刻は１６：３０です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年(2024 年) 

11月 28日 発行 

12 月 西山っ子 ↑ 西山小ホームページ 


